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【２００７年以降、気候変動を伝える番組を制作】   　　 福井県永平寺町出身
NHKエコチャンネル（インターネット）　初代編集長

未来への提言（BS１）　「IPCC議長　ラジェンドラ・パチャウリ」「レスター・ブラウン」　

                               「ジェームズ・ハンセン」　「ニコラス・スターン」　「エイモリー・ロビンス」　ほか

SAVE THE FUTURE　（NHK環境キャンペーン・総合テレビ） 

　　　　　　　　　　　　　　　「地球温暖化に挑む」　「名古屋COP10会場からのテレソン」　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　「科学者ライブ　いきものピンチ！」　　　　　　　　　　　　 

BS１スペシャル　　　　　「世界を襲う異常気象」

　　　　　　　　　　　　　　　国際共同制作　「大水害　メガシティを襲う洪水・高潮の脅威」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　「大火災　森林・都市を襲うメガファイア の脅威」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「次のパンデミックを防げ！　ウイルスハンターたちの闘い」

　　　　　　　　　　　　　　　「脱プラスチックへの挑戦　持続可能な社会をめざして」

                                「グリーンリカバリーをめざせ！　ビジネス界が挑む脱炭素」　2021年1月

　　　　　　　　　　　　　　　「渋沢栄一に学ぶSDGs “持続可能な経済”をめざして」　2021年4月

　　　　　　　　　　　　　　　「脱炭素へのロードマップ　ビジネス界 1.5℃目標への挑戦」2023年4月

総合テレビ特集　　　　　「海洋アドベンチャー　タラ号の大冒険１、　２」

　　　　　　　　　　　　　　　「気候危機を食い止めたい！ 若者たちが挑むCOP２６」　2022年1月

　　　　　　　　　　　　　　　「1.5℃の約束　いますぐ動こう、気温上昇を止めるために」 2022年・23年9月

クローズアップ現代＋　「１６歳の少女が訴える温暖化非常事態」

　　　　　　　　　　　　　　　「社会を動かす！女性たちの“ライフスタイルチェンジ”」　

NHKスペシャル　　　　　「激変する世界ビジネス　脱炭素革命の衝撃」

　　　　　　　　　　　　　　　「１０ Years After 未来への分岐点」　　

　　　　　　　　　　　　　　　「２０３０　未来への分岐点」　温暖化・水と食料・プラスチック　2021年1月〜２月

　　　　　　　　　　　　　　



未来への提言スペシャル 　2009年1月
「環境学者レスター・ブラウン
       藤原紀香が聞く“低炭素社会への道” 」

ニューヨークのLEED認証ビルをリポート

未来への提言 　2009年9月
　「エネルギー学者 エイモリー・ロビンス 
　世界をエコにデザインする」

究極の
グリーンビル
ロッキーマウンテン
研究所

エンパイア・
ステートビルの
省エネ改修などを
紹介



渋沢栄一の合本主義・「論語と算盤」
道徳経済合一説は　ステークホルダー資本主義
　　　　　　　　　　　　　　　　　コモンズ投信会長　渋澤健



                                                                                                                                                                                                                                                                                                     STOCKHOLM   RESILIENCE  CENTRE

             SDGS の ウェディングケーキ





　　2023年4月9日放送　　BS1スペシャル　　
　　　　　　　　　　





　

 NHKスペシャル

　

 激変する世界ビジネス

 “脱炭素革命”の衝撃



２０１５年のパリ協定で

　　　　世界のビジネスルールが激変！



 エジプト　

 シャルムエルシェイク COP27



「世界の平均気温の上昇を産業革命以前に比べて1.5℃に抑える」ために、

国内メディアが結集し、力を合わせ、新たな取り組みをはじめる。

そんな大きな一歩を、昨年私たちは踏み出した。

でも、それ以上のスピードで気候変動は進んでいる。事態はむしろ悪化している。

もう一度、自分たちに問いかけよう。

この危機を乗り越えるために、もっとメディアにできることはないか？

CO2をはじめとする温室効果ガスを減らすアクションを、

自分たちはもちろん、日本の人に、企業に、自治体に、政府に、

取り組んでもらうために何が必要か？

私たちにできることは、きっとまだまだあるはずだ。



　　NHK民放６局連動 環境スペシャル番組



1.5℃の約束キャンペーン　民放NHK6局連動動画



　  科学者からの警告



 毎年
　 襲う
　豪雨
　　と　
　猛暑



　未曾有の台風被害　新幹線車両基地も水没

　　　　毎年のように “数十年に一度”の危険　　　

　　　　　 もはや　気候非常事態

　　　最新の研究(5月18日発表）で、2019年の台風１９号（東日本台風）の被害は、
　　　気候変動の影響で　約５０００億円超も増加していたことが判明



気候変動と生物多様性は、ビジネスの要

世界経済フォーラムによるグローバルリスクレポート2023

           今後10年間で最も深刻なリスクとなりうる項目

1)　気候変動緩和策の失敗

2)　気候変動の適応（あるいは対応）の失敗

3)　自然災害と極端な異常気象

4)  生物多様性の喪失や生態系の崩壊

世界の総GDPの半分以上が、

自然とそこから生み出されるサービス（生態系サービス）に依存

→自治体、ビジネス界にとっても避けて通れない重要な問題



ノーベル物理学賞　　真鍋淑郎 博士
　　　　　　　　　　　　    　 プリンストン大学

 二酸化炭素の温暖化影響を予測

 地球物理学　　気候科学　　シミュレーション

　　　　　　大気と海洋を結合した物質の循環モデルを提唱し、

　　　　　　二酸化炭素濃度の上昇が地球温暖化に影響するという

               予測モデルを世界に先駆けて発表



　プラネタリー・バウンダリー　（地球の限界）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
気候変動

生物多様性

土地利用

リン・窒素

海洋酸性化

新規化学物質
（プラスチックなど）

淡水

成層圏オゾン

大気エアロゾル



IPCC
１.５℃特別報告書
　　　　　　　（２０１８年）

２０３０年までに
４５％削減　(2010年比）

２０５０年までに
実質ゼロ！





人間活動で温暖化　
　　　疑う余地がない！

気候危機の一層の加速

　　1.5℃の気温上昇に到達
　　する時期が、従来の予測
　　より早まり、
　　２０３０年よりも前に
     1.5℃に到達してしまうかも
　　しれない。。。。

2021年8月9日に発表された　新しい報告書 (科学者の”総意”による警告）

IPCC 第６次評価報告書 （AR6  WG１）



1.5℃  2℃  4℃上昇では、極端な気象の
　　　　　　　起こりやすさが　こんなに違う！

                          　現在（1℃）　　　　１.５℃       　    ２℃       　　　４℃

５０年に１度の　　 4.8倍　　　　　　    8.6倍　　　　　   13.9倍　　　 　  39.2倍

高温

１０年に１度の　　頻度　1.3倍　　　　 1.5倍　　     　  1.7倍　　      　  2.7倍　

大雨　　　　　　　 強度　＋6.7％　　  ＋10.5％     　＋14.0％         ＋30.2%

１０年に１度の　　頻度　1.7倍　　　　 2.0倍　　          2.4倍　　     　　4.１倍

干ばつ            

　                                                                                         出典：IPCC AR6  WG1 SPM



Schellnhuber et al. , Nature Climate Change, 2016

Tipping Points Related to 2°C-Guardrail
2℃に関連した後戻りできない転換点
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 ヨハン・

ロックストローム博士

　　　（ポツダム気候影響研究所 所長）

プラネタリー・
　　バウンダリー
ホットハウス・アース
理論を研究する



人為的排出量を減らしても、

ホットハウスアース（灼熱地球）　に向かう危険！

Will Steffen, Johan Rockstr ̈om, Katherine Richardson, Timothy M. Lentond, Carl Folke, Diana Liverman, Colin P. Summerhayes, Anthony D. Barnosky, Sarah E. Cornell, 
Michel Crucifix, Jonathan F. Donges, Ingo Fetzer, Steven J. Lade, Marten Scheffer, Ricarda Winkelmann, and Hans Joachim Schellnhuber, 2018



   １.５ ℃ は

　 地球のガードレール
　　　　 　 防衛ライン

このままいくと、

　ホットハウス・アース（灼熱地球）への

　　　　ドミノ倒しが始まってしまう



北極圏シベリアで気温38度   2020年
カナダで6月に４９.６度 　２０２１年

　　　2023年7月　
世界の平均気温　観測史上最高！　
過去12万年間で最も暑い！



2月に発表された
WMO(世界気象機関）の
                       最新リポート

世界の海面上昇とその影響

温暖化が１.５℃の場合でも
今後2000年の間に、
世界の海水面は
約2〜３m上昇し続ける

※ちなみに
    気温が５℃上がると
　  22m上昇も



                  
　　　　高排出の場合には

                  

　　　　　２１００年に ２m　

　　　　　２１５０年に ５m　

　　　　　２３００年に

　　　　15 m を超える

　　　　海面上昇の 可能性

　　　　も排除できない 

　
IPCC AR6 WG1　
　　　　1900 年を基準とした2300 年の世界平均海面水位の変化 
　　　　

東京　水没！



温暖化で予想される日本近海の水蒸気量の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中北英一・京大防災研究所教授提供



現状の対策

１.５℃に抑える場合

2035年に ６０％
削減が必要（2019年比）

IPCC　第６次評価報告書　統合報告書が示す
温室効果ガスの道筋



IPCC AR6 　(2023.3月）

            科学者からの最終警告

　　気候変動は 人類の幸福と地球の健康に対する

　　脅威である。

　　この10年間に行う選択や実施する対策は、

　　現在から数千年先まで影響する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(確信度が 非常に高い) 



　　　　あと数年で、１.５度に抑える窓が閉じてしまう！

　　　　　　　　　　　　　　　　今が、ラストチャンス

   地球は、いわば ステージ４　　
       今なら、まだ可能性がある。でも、まもなく、そう言えなくなってしまう！！！

　　
　　次に科学者たちが公表する 7年後では
　　　　　　　　　　　　　　　　　手遅れになっているかも！？



　　　　　　　　時間との戦いが

　　　　　始まった！

　　　　　　　　



　　　　　　　　時間との戦いが

　　　　　始まった！

　　　　　　　　⇩

　　“有事”対応が必要



２０３０年 までの ７年間が“正念場”

グリーンランドの氷床が不可逆的に
溶け続けるスイッチが入ってしまえば、
海面は６−７m上昇。
温暖化のドミノ倒しが南極氷床の融解
を引き起こせば、
海面は最大６０m上昇。人類が海辺に
築いてきた文明は崩壊の危機に！

その引き金を私たちの世代が引くことを
回避しなければならない

脱炭素社会への
　　　　　　パラダイムシフトが必要！



    前例のない規模の変化

   

　　　



EU  　２０３０年 ５５%減 （1990年比） に目標引き上げ

英国　２０３５年 ７８%減 （1990年比） に目標引き上げ

アメリカ　

   2030年 50-52%減（2005年比）に目標引き上げ

日本　２０３０年　４６％減（2013年比）に目標引き上げ

中国　２０６０年にカーボンニュートラル

インド　2070年にカーボンニュートラル

野心的なゼロカーボン競争が始まった！



　建築にできることは何か？



　再エネへのエネルギー転換の主流化！



世界では、再エネは一番安い電気！

EUの2020年の発電量
初めて再エネが化石燃料を上回る！！





急速な ＥＶシフト　充電スタンドも整備

　　　　　電動自動車しか販売できない時代到来・・
　　　　　ＥＵ　イギリス　アメリカ　中国・・・

　　　　※一部、e-fuel 容認への変更あるものの・・・

　カリフォルニア州、ニューヨーク州、

　 　２０３５年に新車の　

　ハイブリッド禁止の衝撃！



２０２２年12月

テスラ　
１回の充電で

８００キロ走れる

EV トラックを納品

２０２２年１２月

　BYD
　　　(EV　世界2位の中国メーカー）

黒船来襲！　　
中価格帯　（440万のSUV)から、
いずれ、超格安EVが日本にも・・・

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20221213000197.html?iref=pc_photo_gallery_next_arrow


ドイツなどではデジタル化や
AIを使った天気予報やディマンド・コントロール
を駆使して再エネを安定的に運用　   
　デジタル化されたエネルギーのインターネット　　　
　　



　　　　狙いは 　V to G　 （Vehicle to Grid）

　　　　　　

           デジタル  Ｘ  グリーン

　　　　　　　　　　ＤＸ  Ｘ  GＸ
　　　デジタル・トランスフォーメーション　　　　　　　グリーン・トランスフォーメーション

   

　　　　　トータルビジョンあってのＥＶ戦略　
　　　　　　　　　　　　　　　　乗り遅れれば“敗戦”・・・



水素は　何でもできる便利なスイス・アーミーナイフ　十徳ナイフ

             だけれど・・・



水素のハシゴ　水素には使う優先順位がある！



サーキュラーエコノミーへの転換
日本のサプライヤーへも　その波は及ぶ！

アップル　　　　再エネ１００％

２０３０年までにカーボンニュートラルへ！
将来は、リサイクルで
地上資源だけの製品作りを宣言！



経済モデルの転換が必要



最新情報：

　人間の血液からも、
　マイクロプラスチックが検出された！

　　　　　　



　REDUCE    減らす
　REUSE      再利用　　  
　RECYCLE  リサイクル
　REPAIR     修理      
　REFUSE    拒否

3R  一番大事なのは減らすこと

　　→素材や設計からサーキュラーを意識



　　　メニューにも、CO2排出量が記載





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CHIBAむつざわエナジー

２０１９年の台風１５号の千葉大停電で
停電しなかった地域が！　睦沢町の道の駅　



         
むつざわスマートウェルネスタウン
右が道の駅で、左奥に町営住宅が並ぶ
（提供：パシフィックパワー）
 

道の駅の屋根に設置された太陽光発電パネル
（提供：パシフィックパワー）



電線は地中化　激甚化する台風の暴風にも
強い！　町営住宅は再エネで自家発

         
 

　　
　　（提供：パシフィックパワー）



ZEH ZEBが当たり前の 建築に！



既存の建物の断熱性能を強化



パリ・リヴォリ通り タクシーとバス、自転車専用道路   　       
バスティーユ広場からコンコルド広場までを結ぶメインストリート　　　



　　 ヴェリブなど　レンタル自転車のシステムが完備！

    まちづくり全体でサステナビリティを追求



パリの不動産屋

エネルギー性能評
価 

証書(EPC) の表示



　　　　

      脱石炭、化石燃料は当たり前
　　　　　　　　情報公開が大事！

　TCFD
　　　気候関連財務情報開示タスクフォース

　TNFD
　　　自然関連財務情報開示タスクフォース
　　　生物多様性の保全 　自然資本
　　　森と海の再生　食と農業　土地利用

 世界は、もう次のフェーズを見ている！



     １２月にカナダで開催された

           生物多様性枠組条約のCOP15

  海と森に CO2 を　もっと吸収してもらわないと 
　　　　　　　1.5度目標は達成不能

　　　　　ネイチャーポジティブ　　　　 　　 

　　　　　　30 by 30　　

　　　陸域と海域の自然保護区を
　２０３０年までに３０%以上に !





　　　　　　

●再エネの最大導入

●省エネと断熱の徹底

●デジタルによるエネルギーマネジメント   オフグリッド

●効率的な熱利用

●木造ビルなど　炭素貯留

●ビオトープや緑地の本気の活用

●ビル自身がサーキュラーエコノミーのハブに

●環境負荷の少ない新素材の開発

●サステナブルなまちづくり全体を主導するグリーンビル

●異常気象への適応　防災拠点

これからの建築に期待すること 　　　　



生物多様性の経済学：

ダスグプタ・レビューが示す　包括的な富



　　   エネルギーと食料の地産地消
  

　　　
再生可能エネルギーに変え、
食料自給率高めて地球を救おう！



パリのビルの屋上に世界最大の都市型農園　　
　　　　　　　　　　　　　（アーバンファーミング）



 OS を変える

　　　ラストチャンス

https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=&ved=2ahUKEwiW5aD8lPbvAhVZIIgKHcirDlYQFjADegQIBBAD&url=https%3A%2F%2Fwww.ungcjn.org%2Fcommon%2Fframe%2Fplugins%2FfileUD%2Fdownload.php%3Ftype%3Dcontents_files%26p%3Delements_file_2930.pdf%26token%3D0a453889a4360acc4888e3bd4414d9691714aa9b%26t%3D20201002023430&usg=AOvVaw0GHpTQr8M68Tf98HNcL_4p
https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=&ved=2ahUKEwiW5aD8lPbvAhVZIIgKHcirDlYQFjADegQIBBAD&url=https%3A%2F%2Fwww.ungcjn.org%2Fcommon%2Fframe%2Fplugins%2FfileUD%2Fdownload.php%3Ftype%3Dcontents_files%26p%3Delements_file_2930.pdf%26token%3D0a453889a4360acc4888e3bd4414d9691714aa9b%26t%3D20201002023430&usg=AOvVaw0GHpTQr8M68Tf98HNcL_4p


  全ての英知を結集！
　　　この１０年が人類の“正念場”

   総がかりでのイノベーション

   トータル・ソリューションの必要性

　 コベネフィット(一石二鳥、三鳥）をめざせ！
  （気候変動と経済・社会的課題の同時解決）　

　 サーキュラー・エコノミー　（循環経済）　

   スマートに！ 次の世代のために！

   本気でSDGsを達成しよう！



“脱”をポジティブに捉える！

日本

 

Q. あなたにとって、気候変動対策はどのようなものですか？

世界平均

a. 多くの場合、生活の質を脅かすものである

 b. 多くの場合、生活の質を高めるものである

日本

世界平均

(中国 65%, ドイツ 63%, ロシア 58%, 米国 67%) 

世界市民会議(World Wide Views on Climate and Energy)      
                                                           2015年6月実施 

(中国 14%, ドイツ 24%, ロシア 23%, 米国 25% )



資本主義で、脱炭素は実現できるのか？

“脱成長”しか道はない？　　　　(斎藤幸平ほか)

“グリーン成長”は可能なのか？

幸せになれる？　格差をなくせる？？



先進国と言えるのか？
現実を直視する

見たくないものを見ない
ゆでガエル
ガラパゴス　　　　　　　



　　　　日本のGXの課題

　　　１.５℃目標に整合していない！

　　　石炭火力のフェーズアウトについてのロードマップが示されていない

      アンモニアの混焼への期待値が高すぎる

　　　カーボンプライシングが弱い  （炭素税・排出量取引の制度化）

　　　原子力についての国民的議論がない

　　　スピードとスケールが足りない

　　　DX が遅れている

　　　国民の理解と機運醸成が足りない　　



今こそ、叡智を結集して

新しい資本主義を！

　　　　　　　　公正で公平な社会とは何か？　

　　　　　　　　気候正義　　　公正な移行

　　　　　クライメート・ジャスティス　　　　　ジャスト・トランジション

地球の未来と私たちの幸福のために！



私たち一人一人に、何ができるのか？

マイボトル　エコバッグ　プラスチックを減らす

金融機関を選ぶ　　　　　　　　　

再生可能エネルギーを選ぶ

消費者としてサステナブルなブランドを選ぶ

リデュース　リユース　リサイクル　

公共交通機関に乗る　　シェアリング　　　　

木を植える　木を使う　　屋上やベランダ緑化

省エネルギーな職場・住まいに　　建物の断熱

フードロスをなくす　　地産地消　　 コンポスト　

牛肉の食べ過ぎや魚の乱獲などを避ける

声を上げる　　政治家を選ぶ　　行政に訴える　　　　　　　        　　

仕組みを変える！！　税制・規制　　CO2を減らした人が得する　　　  

                                                                                     
etc



家庭で節電する

徒歩や自転車で移動する、
または公共交通機関を
利用する

野菜をもっと多く食べる

長距離の移動手段を
考える

  廃棄食品を減らす

リデュース、リユース、
リペア、リサイクル

家庭のエネルギー源をかえる

 電気自動車にのりかえる

 環境に配慮した製品を選ぶ

 声を上げる





生きものたちと

私たちの未来を

救えるのは、

１０年後では手遅れ

今しかない。

     Polar Bear : Photo　Ralph Lee Hopkins     
         National Geographic 



   ご清聴ありがとうございました　　　　　　

　BS1スペシャル　シリーズ「脱炭素革命」　　　　　　　　※NHKオンデマンド（有料）

　「大水害　メガシティを襲う洪水・高潮の脅威２０１９」　

　「大火災　森林・都市を襲うメガファイア の脅威」

　「再エネ１００％をめざせ！　ビジネス界が挑む気候危機」

　NHKスペシャル「激変する世界ビジネス　脱炭素革命の衝撃」　

　「脱炭素へのロードマップ　ビジネス界１.５℃目標への挑戦」

（無料YouTube動画）　

→授業や研修でも無料でお使いいただけます。ぜひご活用ください！

   NHKスペシャル　２０３０　未来への分岐点

　　　　　５分×９本 「地球のミライ　2030」で検索

   １.５℃の約束　関連動画　（国連広報センターサイト）

https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=393nqv2Uci8

https://www.youtube.com/watch?v=Bf-GakEuN7Q

「脱プラスチックへの挑戦」（山と溪谷社）　※２０２３年から高校教科書に採用

「脱炭素革命への挑戦」（山と溪谷社）

　　　　　

https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=393nqv2Uci8
https://www.youtube.com/watch?v=Bf-GakEuN7Q

